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報告要旨 

 
 労働組合化されたセクターとされていないセクターが互いに影響を与える寡占の一般均

衡モデルを用いて企業の立地行動を分析する。１つ目の分析として、全てのセクターが組

合化された国と、組合化されていない国との２国を考える。結果として、国内に企業誘致

をするためには、失業者に対する手当てを削減する必要があることが示された。失業手当

がある水準より低い場合には、組合のある国の方が多くの企業を誘致することができる。

２つ目の分析として、一部のセクターが組合化された国と、全てのセクターが組合化され

ていない国との貿易を考える。組合化の割合が半数を下回るとき、両国の厚生は等しくな

るが、そうでないとき両国の厚生の差は大きくなる。企業の移動を考慮しないときと比べ

厚生の差はさらに広がる。 


